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機
械
器
具
の
点
検
を
す
る
消
防
長
（
金
子
市
長
）

消
防
団
の
通
常
点
検

火
災
早
期
発
見
者
な
ど
表
彰

本
年
度
の
消
防
団
通
常
点
検
が

皿
月
2
日
午
前
8
時
半
か
ら
第
二

小
校
庭
で
行
な
わ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
消
防
車
は
救

急
車
等
を
加
え
て
三
十
三
台
・
消

防
団
員
五
二
五
名
、
消
防
職
員
三

五
名
が
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
消

防
長
を
兼
ね
る
金
子
市
長
か
団
員

の
服
装
や
機
械
器
具
、
ポ
ン
プ
操

法
の
点
検
を
し
、
終
つ
て
団
員
の

表
彰
、
一
般
市
民
の
協
力
者
等
を

表
彰
し
、
最
後
に
巴
波
川
べ
り
で

放
水
点
検
が
あ
り
ま
し
た
。

乙
の
日
の
表
彰
を
受
け
た
人
は

次
の
と
お
り
。
氏
名
下
の
数
字

は
所
属
分
団
。

▽
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
繍
章
授
与
瀬
ド
賢
二
5

▽
三
五
年
勤
続
牛
久
輝
一
6

▽
二
五
年
勤
続
軽
部
栄
7

▽
二
〇
年
勤
続
安
穂
常
吉
（
本

）
、
中
条
定
二
郎
1
、
岸
浦
2

板
橋
粕
次
4
、
岸
喜
重
4
、
小

矢
島
金
次
6
、
今
泉
昭
6
、
狐

塚
友
久
8
、
早
乙
女
勇
次
8
、

中
村
勇
雄
9
、

▽
一
五
年
勤
続
市
川
良
一
1
（

外
十
八
名
）

▽
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表

彰
、
功
績
章
授
与

小
林
基
悦
2
（
外
九
名
）

▽
十
年
勤
続
清
水
浩
4
（
外
十

三
名
）

▽
市
長
表
彰
優
良
団
員
増
山
俊

雄
5
（
外
二
十
四
名
）

▽
優
良
力
マ
ド
表
彰
者
鈴
木
乙

一
郎
（
万
）
外
二
十
三
名

▽
火
災
早
期
発
見
者
田
中
カ
ク

（
鍋
山
）
、
橋
本
ナ
カ
（
城
内

）
森
戸
イ
ト
（
箱
森
）
森

戸
セ
ツ
（
箱
森
）
関
ロ
フ
、
、
、

（
吹
上
）

▽
消
防
協
力
者
野
尻
昇
（
野
中

）
野
尻
貢
（
野
中
）

▽
無
火
災
分
団
第
二
分
団
地
域

消
防
車
二
台
を

購
入

市
で
は
、
1
1
月
2
7
日
、
消
防
車
二

台
を
買
い
入
れ
、
同
日
第
十
分
団

第
二
部
（
川
原
田
町
）
、
第
十
二

分
団
第
二
部
（
田
村
町
）
に
そ
れ

ぞ
れ
配
車
し
ま
し
た
。

こ
の
消
防
車
は
、
鱗
年
式
小
型
動

力
ポ
ン
プ
塔
載
車
に
ト
ー
ハ
ツ
小

型
動
力
ポ
ン
プ
一
台
を
乗
せ
た
も

の
で
、
ど
ん
な
せ
ま
い
と
こ
ろ
で

も
自
由
に
持
ち
運
び
が
で
き
る
便

利
な
ポ
ン
フ
で
す
。

塔
載
車
と
ポ
ン
プ
の
一
式
一
台

分
七
七
万
円
で
買
い
入
れ
、
1
2
月

2
日
の
点
検
に
初
参
加
し
、
今
後

活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

小さなことですが
たぱこの火の不始末
サどもの火あそぴなどが
大きなことにならぬよう
おだがいに気をつけましよう
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う
ず
ま
川
に
鯉
の
子
を
放
流

十
二
月
十
九
日
か
ら
禁
漁
区
に

市
内
巴
波
（
う
ず
ま
）
川
に
、
12

月
19
日
、
約
1
0
セ
ン
チ
耕
の
鯉
の

稚
魚
三
万
び
き
を
漁
業
協
同
組
合

の
協
力
を
得
て
放
流
し
、
同
日
こ

の
川
を
禁
漁
区
と
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
・
大
き
く

育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
市
の
観
光
開
発
事
業

と
し
て
、
放
流
し
た
鯉
を
大
き
く

育
て
・
年
一
回
解
禁
日
（
1
0
月
頃

の
予
定
）
を
き
め
て
、
市
民
や
県

外
か
ら
の
釣
愛
好
者
の
誘
致
を
は

か
り
・
郷
土
の
宜
伝
紹
介
に
役
立

た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

12

月
1
9
日
か
ら
、
次
の
区
域
は
禁

漁
区
と
な
り
、
解
禁
日
以
外
は
ど

の
よ
う
な
方
法
で
も
鯉
を
と
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

禁
漁
区
域
…
解
禁
日
以
外
は
鯉
を

と
れ
な
い
と
こ
ろ
。

巴
波
川
上
流
天
海
橋
（
嘉
右
衛

門
町
～
錦
町
を
結
ぶ
橋
）
か
ら

下
流
両
毛
線
鉄
橋
ま
で
。

永
久
禁
漁
区
…
万
町
大
通
り
か
ら

市
役
所
へ
行
く
途
中
の
常
盤
橋

（
と
き
わ
橋
）
を
中
心
に
、
上

下
一
〇
〇
厨
は
、
永
久
禁
漁
区

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
禁
漁
区
に
は
、
標
示
を
す

る
立
札
が
流
域
に
約
三
〇
本
立
て

ら
れ
ま
す
。

2
月
引
目
現
在
で
工
業
調
査

自
動
車
修
理
業
も
対
象
に

昭
和
3
8
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12
こ
ん
ど
の
調
査
は
、
国
際
連
合
の

月
31
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
行
な
勧
告
を
尊
重
し
、
1
9
6
3
年
世

わ
れ
ま
す
。
界
鉱
工
業
セ
ン
サ
ス
と
し
て
、
い

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
わ
が
国
の
ま
ま
で
の
製
造
業
の
ほ
か
に
、
自

工
業
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
、
行
動
車
修
理
業
が
認
査
の
対
象
に
加

政
や
経
済
施
策
の
基
礎
と
な
る
大
わ
り
ま
し
た
。

き
な
役
割
を
も
つ
て
い
ま
す
。
調
査
は
・
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
事
業
所
を
訪
聞
し
て
行
な
う

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
お
い
そ

が
し
い
こ
と
で
し
よ
う
が
、
あ
り

旧
…
…
、
来
る
1
月
1
5
日
に

成
人
式
を
あ
げ
ら

一
』
れ
る
人
に
は
、
教

で
育
委
員
会
か
ら
、

該
当
者
と
そ
の
世

まは
帯
主
に
通
知
を
ざ

日
届
2
0
誌
師
銃
器

席
月
は
・
胃
2
・
暴

出
侶
で
に
警
奮
会

式社
会
教
育
課
に
、

出
席
書
を
出
し
て

人く
だ
さ
い
。

成係
で
は
、
出
席
書

を
出
し
た
万
に
改

め
て
案
内
状
を
さ

し
あ
げ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、

ま
た
・
式
典
当
日
に
記
念
品
を
贈

る
た
め
の
人
員
を
は
っ
き
り
知
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か
な
ら

）5警霧変三肖防署律

舅舗～
f「Ill幽栃木駅

1，

の
ま
』
を
書
き
、
こ
の
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
ね
が
い
し

ま
す
ロ

引
期
隅
翻
子
、
つ
て
ぐ
だ
説
い
。

ま
た
、
他
の
市
町
村
で
働
ら
い

て
い
る
人
で
、
同
窓
生
と
い
っ

し
ょ
に
栃
木
で
式
を
あ
げ
た
い

と
い
う
人
は
こ
れ
も
2
0
日
ま
・

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

罪
肴

艶
朗
埜
漢
邑
硲
図
鮪
雑
灘

編
竃
・

成
人
者
の
論
文

を
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
明
春
成
人
式

を
迎
え
る
人
達
か
ら
、
「
成
人
式

を
迎
え
て
」
と
題
す
る
記
念
論
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

論
文
の
内
容
は
、
成
人
式
を
迎
え

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
心
が
ま
え

で
生
き
る
べ
き
か
を
書
い
て
い
た

だ
く
も
の
で
、
応
募
規
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
課
題
成
人
式
を
迎
え
て

◇
し
め
き
り
1
月
5
日
（
消
印

有
効
）

◇
原
稿
枚
数
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
四
枚
以
内

◇
入
選
発
表
1
月
1
5
日
発
行

市
政
だ
よ
り
紙
上

◇
入
賞
推
せ
ん
1
名
、
入
選
2

名
、
佳
作
ラ
各
、
ほ
か
応
募
者

全
員
に
記
念
品
贈
呈

◇
原
稿
送
り
元
市
教
育
委
員
会

ま
た
は
支
所
、
出
張
所
へ

◇
審
査
員
五
十
畑
長
次
、
永
田

英
太
郎
、
桑
原
倉
吉
、
堀
井
忠

治
、
大
貫
良
計
、
榊
原
春
子

年末年始の交通事故を防止しよう
〉酒のみ運転はやめよう〉スピードの

灘議舞講駄1鱗騨
栃木警察署栃木市交通安全都市推進協議会
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ロ
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ユ
イ
エ

…
に
対
し
、
利
子
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
が
、
（
申
込
締
切
1
月
1
0
日
）
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11月から善意銀行発足

善
意
銀
行
と
は

「
恵
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
し
た
い
」

「
社
会
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し

た
い
」

と
い
う
気
持
を
も
ち
な
が
ら
、
そ

の
気
持
を
い
か
す
万
法
を
思
い
つ

か
ず
、
せ
っ
か
く
の
善
意
を
あ
ら

わ
せ
な
い
人
の
た
め
に
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
市
役
所
内
）
が
相
談

相
手
と
な
り
、
奉
仕
等
の
わ
取
次

を
し
て
、
社
会
全
体
の
幸
わ
ぜ
の

た
め
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
生
れ

た
の
が
善
意
銀
行
で
す
。

こ
の
銀
行
は
、
自
発
的
あ
ら
わ
れ

に
ょ
る
善
意
を
預
託
と
い
う
形
で

お
預
り
し
、
ご
希
望
に
そ
っ
て
、

と
き
、
と
こ
ろ
、
場
所
を
選
び
・

も
っ
と
も
適
切
な
方
法
で
梯
出
し

（
奉
仕
活
動
）
を
行
な
い
ま
す
。

預
る
も
の
の
内
容

ど
ん
な
さ
～
い
な
善
意
で
も
お

預
り
し
ま
す
が
、
次
の
四
っ
の
口

座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

（
こ
こ
に
あ
げ
た
例
は
、
ほ
ん

の
一
部
で
す
）

技
術
預
託

▽
自
動
車
の
運
転
、
理
・
美
容
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
修
理
、
大

工
、
左
官
な
ど
の
技
術
奉
仕
。

▽
ス
ポ
し
ッ
、
野
外
活
動
、
演
劇

音
楽
な
ど
の
実
演
奉
仕
．

▽
医
療
、
法
律
、
育
児
の
相
談
や

僻
地
巡
回
活
動
。

労
力
預
託

▽
施
設
奉
仕
：
施
設
慰
間

洗
た
く
、
つ
く
ろ
い
も

の
、
看
護
な
ど
の
奉
仕

▽
公
共
施
設
…
遊
園
地
や

道
路
、
公
共
施
設
な
ど

の
清
掃
、
樹
木
の
手
入

れ
な
ど
。

▽
地
域
社
会
福
祉
潜
動
奉

仕
…
共
同
．
募
金
活
動
、

新
生
活
運
動
、
日
赤
奉

仕
運
動
な
ど
の
奉
仕
。

金
品
預
託

▽
現
金
…
香
典
返
し
、
結

婚
、
誕
生
の
祝
金
、
バ

ザ
ー
の
益
金
な
ど
。

▽
物
品
…
衣
服
、
各
種
生

活
用
品
ラ
ジ
オ
、

芸
品
、
建
築
資
材
な
ど
。

特
別
預
託

▽
温
泉
、
劇
場
、

▽
会
場
、
宿
舎
、
バ
ス
、

車
な
ど
の
提
供

▽
会
社
、

な
ど
の
提
供

▽
土
地
・
建
物
な
ど
の
提
供
。 写

真
は
、
ゴ
ム
靴
等
を
預
託
す
る
入
野
さ

ん
と
受
け
と
る
市
長
。

テ
レ
ビ
、
手

預
託
の
方
法

預
託
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
使
い

途
や
奉
仕
で
き
る
条
件
（
範
囲
・

時
期
な
ど
）
を
申
出
く
だ
さ
い
。

申
込
は
、
電
話
で
も
結
構
で
す
。

心
配
ご
と
相
談
所

を
開
設

家
庭
に
あ
る
心
配
ご
と
の
相
談
役

と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
12

月
か
ら
毎
週
水
曜
目
（
午
前
十
時

ヒ
午
後
三
時
）
無
料
で
相
談
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

12

月
中
は
中
央
公
民
舘
で
・
1
月

か
ら
も
水
曜
日
ご
と
に
行
な
い
ま

す
。
相
談
を
受
け
る
内
容
は

身
上
、
家
庭
、
住
居
、
職
業
、

生
活
、
教
育
、
結
婚
、
病
気
、

そ
の
他
ど
ん
な
こ
と
で
も
…

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
楽
招
待
な
ど

自
家
用

工
場
な
ど
の
不
用
物
品

…
…
一
…
…
。
≡
…
…
』
…
＝
一
…
＝
…
≡
垂
戸
…
垂
…
垂
冒
＝
…
一
一
…
…
三
一
言
一
；
…
…
＝
コ
一
「
≡
≡
ヨ
…
＝
一
＝
一
…
一
一
曇
…
≡
一
…
…
ヨ
…
一
「
一
一
］
＝
…
三
…
…
＝
『
一

鷺
穂
．

警

確
、

ふ
さ
く
の
よ
，

こ
皇
に
ー

紙
募
．
て

澱
壱
同
ひ

邑
嘉
な

さ
涛
に

跨
譜
う
σ
一

て
き
る
、

の
よ

す
し
組
合
が
預
託
第
一
号

寄
せ
ら
れ
る
市
民
の
善
意

本
市
で
は
、
善
意
銀
行
預
託
の
第

一
号
と
し
て
・
ざ
る
11
月
1
日
寿

司
環
境
衛
生
組
合
栃
木
支
部
（
会

員
12
名
、
代
表
者
船
越
保
次
さ
ん

）
が
寿
司
折
9
0
本
を
栃
木
養
老
院

に
払
い
出
し
た
の
を
は
じ
め
、
H

月
1
2
日
に
は
、
通
り
沼
和
田
婦
人

会
（
代
表
生
井
き
よ
さ
ん
）
が
、

児
童
用
と
婦
人
用
衣
料
品
を
9
梱

預
託
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
希
望
の
と

こ
ろ
に
払
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
柳
橋
町
佐
藤
錦
子
さ
ん

が
亡
夫
の
年
回
記
念
と
し
て
現
金

三
千
円
を
預
託
し
た
ほ
か
、
嘉
右

衛
門
町
マ
ル
イ
ゴ
ム
社
長
の
入
野

さ
ん
か
ら
昨
年
に
続
い
て
こ
と
し

も
運
動
靴
・
雨
靴
・
長
靴
な
ど
各

種
五
四
七
足
と
干
う
ど
ん
一
千
束

を
預
託
し
、
珍
月
4
日
市
役
所
玄

関
前
で
市
長
に
手
渡
し
し
ま
し
た

そ
の
ほ
か
、
抱
月
1
0
日
本
町
の

初
谷
利
雄
さ
ん
が
衣
類
2
0
点
を
、

12

日
に
は
、
栃
木
勤
労
者
音
楽
協

議
会
（
委
員
長
野
尻
敏
夫
さ
ん
）

が
会
員
か
ら
つ
の
っ
た
現
金
＝
万

三
四
一
〇
円
を
預
託
し
ま
し
た
。

クリスマス．暮市・正月の用意、初もうで、初市など暮れから正月にか

けて気ぜわしく、また守留がちになるため、大きな事件や事故がおきています

楽しく明るいお正月を迎えるように・お互いに注意いたしましよう。

りを家娘拓㌧露蝶態・酒はつつしむ

』愈1）愁羅桑灘欝

防犯手帳
〉ドロボーを防ぐにはまず戸締りを

〉スリにご用心
人ごみで必要以上に押されたり、足を踏まれ
たりした：ときは、とくにご注意を

〉ねらわれる銀行帰り
責任ある人が銀行に行き、できるだけ護衛をつける
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㈱
月
納
税
は
25

，
日
頃
ま

で
に

，
，
齪
鮪
馨
認
號
妥

郵
便
物
の
あ
て
名
に
は
、
都
道
府

お
早
目
に
お
ね
が
い
し
ま
す
暑
、
番
地
、
何
秀
專
、
は

っ
き
り
と
く
わ
し
く
お
書
き
く
だ

把
月
は
、
1
年
間
の
け
じ
め
を
つ
な
い
よ
う
、
納
税
は
お
早
目
に
、
た
だ
く
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。
さ
い
。

け
る
月
で
す
。
市
税
も
、
4
月
か
2
4
と
2
5
日
頃
ま
で
に
す
ま
せ
て
い

ら
納
税
し
て
い
た
だ
き
・
把
月
の
戸
毎
に
表
札
を

市
県
民
税
四
期
と
国
民
農
緩
年
賀
郵
便
は
表
札
は
郵
便
配
達
の
目
じ
る
し
に

税
六
期
で
、
本
年
度
の
納
期
が
終
な
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
そ
の
他
い

る
こ
と
に
な
。
て
い
ま
す
．
2
月
22
日
ま
で
に
ろ
い
ろ
役
に
立
ち
ま
す
．
郵
便
局

市
税
は
、
市
民
の
方
々
の
ご
理
解
で
は
、
年
末
年
始
に
た
く
さ
ん
の

と
協
力
に
よ
り
、
税
務
課
の
係
員
年
賀
郵
便
は
、
ロ
月
百
日
か
ら
特
の
も
の
と
に
分
け
、
表
面
に
「
臨
時
者
を
雇
っ
て
配
達
し
ま
す
か

全
員
が
固
定
資
産
の
評
価
事
務
に
別
取
扱
い
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
年
賀
郵
便
市
内
あ
て
」
ま
た
は
ら
、
表
札
が
な
い
と
配
遼
が
遅
れ

か
か
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
年
の
瀬
が
押
し
つ
ま
っ
て
お
出
し
「
年
賀
郵
便
そ
の
他
の
地
方
あ
た
り
、
間
違
つ
た
り
し
ま
す
。

す
、
納
税
の
成
績
も
順
調
に
進
ん
に
な
る
と
、
郵
便
局
は
た
い
へ
ん
て
」
と
書
い
た
紙
片
を
そ
え
て
表
札
は
世
帯
主
の
氏
名
ば
か
り
で

で
い
ま
す
。
混
雑
し
て
、
元
且
の
配
達
に
間
に
別
々
に
ひ
も
で
た
ぱ
ね
て
出
し
な
く
、
家
族
全
員
の
名
を
書
い
た

今
月
の
市
税
の
納
期
は
、
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
て
く
だ
さ
い
．
も
の
を
、
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
ハ

ー
2
月
2
8
日
に
な
つ
て
い
ま
す
が
年
賀
状
は
お
そ
く
と
も
、
桧
月
2

2
ツ
キ
リ
と
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

毎
年
の
よ
う
に
2
月
27
●
2
8
日
の
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
・
あ
て
名
は
正
し
く
郵
便
局
で
は
望
ん
で
い
ま
す
・

納
税
窓
口
は
混
雑
し
ま
す
．
年
末
年
賀
状
は
、
栃
木
市
内
あ
て
の
郵
便
物
の
あ
て
名
が
正
し
く
な
い
ー
ー
［

ー
，
、
，

の
い
そ
が
し
い
時
間
蕪
駄
に
し
も
の
と
・
そ
の
他
の
畿
あ
て
た
め
、
挙
に
な
る
饗
が
全
国
ネ
ズ
、
、
、
一
匹
2
0
円

ニ
ニ
ド
コ
ニ
コ
ニ
ロ
コ
ニ
ニ
ニ
ニ
リ
ニ
ロ
コ
ラ
ユ
ド
ニ
コ
ト
ユ
コ
コ
コ
コ
ロ
ヨ
ロ
コ
ニ
ニ
コ
コ
コ
ニ
ニ
し
ニ
ロ
ゴ
ヨ
ロ
コ
ニ
コ
ニ
ロ
け
コ
コ
ニ
ニ
ニ
ニ
ド
ニ
コ
ニ
ワ
コ
コ
ユ
ニ
ロ
ユ
ニ
ロ
ニ
コ
ニ
ニ
ロ
コ
ニ
コ
ニ
ト
コ
ニ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
リ
ニ
ニ
ロ
ニ
し
ニ
ロ
ニ
ラ
ニ
ユ
ニ
ロ
ニ
ド
ニ
ド
ニ
ニ
ロ
ニ
ロ
ニ
ロ
ニ
ニ
ニ
ド
ニ
コ
ニ
ュ
ニ
ニ
コ
ァ

、
袋
舗
町
こ
く
す
大
．
約
が
25

日
ま
で
に
買
上
げ

と
舗
の
祝
・
近
で
り
る
薯
2
月
頂
日
・
全
市
い
っ
せ
い
に
ネ

う
路
路
の
で
う
線
す
工
）
ー
く
。

よ
道
道
線
灘
ぱ
そ
寺
に
溝
事
ズ
ミ
の
駆
除
力
行
な
わ
れ
ま
す

む
し
の
で
沼
3
3
装
だ
分
線
測
工
ど
霧
日
か
易
日
ま
で
路
日

成
桝
事
田
8
舗
走
．
国
直
、
の

ど
進
完
5
4
3
計
の
ー
を
箏
。
内
間
、
死
ん
だ
ネ
ズ
ミ
を
覧
し
、

織
濠
戴
講
懸
灘
膿
郷
鍵

署
ぱ
字
の
ろ
内
の
に
で
ね
肇
れ
ま
－
・
、
、

麟
欝
難
欝
灘
雛
一
辮
齢
概

木
署
い
さ
3
が
を
の
地
m
の
に
、
ネ
ズ
、
、
・
の
食
い
残
し
た
も
の

講
欝
濃
㍊
こ
繍
納
と
い
・
し
よ
に
ぶ
な
ら
ず
穴
に

う
め
て
く
だ
さ
キ

慰熱熱離1
〔最終回〕きは、代理人が印鑑証明を申請するこ

とになるので、委任状が必要です。

印鑑届
新らしく印鑑届をしようとするときは、

本人がその届をする印鑑を持参し・市

民課窓口にそのことを言つていただけ’

ば、その手続きをとることができます

もし、本人がやむを得ない事情のた

め来られない場合は、代理人が印鑑

届をすることになりますので委任
状力＝必、要て…す。

印鑑証明手数料は1通50円です。

印鑑届・印鑑証明・改印届で、本人

が来られないとき、その人の家族…

妻や子であっても委任状は必要です。

改印届
改印届の手続きをするときは、旧印鑑

と新しい印鑑が必要です。

もし、届のしてある印鑑をなくした

ため改印届をするときは、なくした1

印鑑の種類とその年月日と場所など

必要なことについておききします．

この場合、やはり代理人が来るような

ときは、委任状が必要です。

i委任状には5円の牧入印紙をはって

ください。

×X×
×

市民課では、みな係から…さんをあまりお待

たせさせないですむようにと、常に考

え、仕事の進め方も研究しています。

いままで、市役所に来られて，窓口

の仕事のことなどで・何かお気付きの一

点がありましたら、どしどし係に伝え

てください。係では、改善できるもの

はすぐ改めさせていただき、より一層

のサービスを考えております．




